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私には、女、男、男の順に子供が３人い

ます。上の２人は、大学生。一番下は、高

校１年生です。親としては、同じように育

てているつもりですが、三者三様、違いが

あります。（ちなみに３人は、血液型も違

います） 

 先日、妻から長男が、うそをついて出か

けたとの話がありました。アルバイトだと

偽って、韓流グループのコンサートに行っ

たとのことでした。妻は、コンサートに行

くのは構わないが、うそをつくのが許せな

い、うそをついて、ごまかすのが、当たり

前になってしまうと言います。息子二人

は、父親が担当だから、私から、話をして

もらいたいと迫ります。長男とすれば、い

ろいろと聞かれることが面倒だったのか

もしれません。しかし、うそをつくことに

関しては、妻が言うとおりです。 

以前の日本では、うそをつくことについ

て、いくつかの言葉が日常よく語られてい

ました。 

 一つは、「うそをついたら、『えんま様』

に舌を抜かれる」という話。 

 もう一つは、「お天道様はいつも見てい

るよ」「お天道様の前で、はずかしいこと

はするな」でした。 

 私たちは、「日本人」というくらいです  

から、太陽とは深い関係のある民族です。

太陽の子ども、太陽の民族という解釈がで  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きるかもしれません。太陽の下で明るく、

元気よく、健康に暮らすことを願っている

民族とも言えます。 

 人間は十人十色というように、一人一人

皆違います。生まれも違えば、家族も違い

ます。もちろん性格も能力も違います。 

 しかし、大切なのは「あきらめない」「努

力する」こと。また、「うそをつかずに正

直に向き合う」ことではないでしょうか。

「あきらめなければ」チャンスはありま

す。 

 お天道様は、いつも空から私たちを見て

くれています。すべての人に平等に暖かさ

を与えてくれます。すべての人に明るい日

差しを与えてくれます。 

 私たちは、一人一人違いますから、同じ

事をしてもスピードも違えば、結果も違い

ます。でも、お天道様はすべてを見てくれ

ています。 

 「悪いことをしてはいけない」「人が見

ていなければいい」「うそついてはいけな

い」「人に迷惑をかけない」このようなこ

とを昔の人は言いたかったのではないか

と思います。 

 私が好きな言葉の一つに「いつも誰かが

見てござる」というものがあります。妻の

話を聞きながら、息子の教育とともに、自

分自身も反省した出来事でした。 
  

いつも誰かが見てござる  
             校長  滝沢 慎 
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